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対照表 

旧 新 摘要 

１ 目的 （略） 

２ 用語の定義（略） 

３ 対象工事（略） 

４ 発注方式 

現場閉所による週休２日制工事を原則とするが、昼夜間連続作業

を行う工事等、現場閉所を行うことが明らかに困難な工事について

は、交替による週休２日制工事とすることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 工期の設定（略） 

６ 実施方法 

（１）～（６） （略） 

（７）取組状況の確認  

発注者は、受注者の取組状況を確認した上で、「７ 積算方法」のと

１ 目的 （略） 

２ 用語の定義（略） 

３ 対象工事（略） 

４ 発注方式 

現場閉所による完全週休２日制工事を原則とするが、現場条件等

によってやむを得ず月単位での週休２日や、昼夜間連続作業を行う

工事等、現場閉所を行うことが明らかに困難な工事については、交替

による週休２日制工事とすることができる。 

 なお、受注者が、１年単位の変形労働時間制（※）の活用などによ

り、当該工事による週休２日の確保と同等の休日等を契約期間外を

含めて設定し、契約期間内において所定の休日を確保した場合は、週

休２日に類似する取組として、当該工事で週休２日工事を達成した

ものとみなす。 

※ １年単位の変形労働時間制とは（労働基準法第３２条の４） 

労使協定を締結することにより、１箇月を超え、１年以内の期

間を平均して、１週間当たりの労働時間が４０時間を超えな

いことを条件として、繁忙期に長い労働時間を設定し、閑散期

に短い労働時間を設定するなど、年間を通じて労働時間を効

率的に配分することで、総労働時間の短縮を図ることを目的

とした制度。 

 

５ 工期の設定（略） 

６ 実施方法 

（１）～（６） （略） 

（７）取組状況の確認 

発注者は、受注者の取組状況を確認し、受注者に週休２日の達成結

 

 

 

 

修正 

 

 

 

追記 
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対照表 

旧 新 摘要 

おり、経費補正するものとし、受注者に週休２日の達成結果につい

て、書面により通知するものとする。 

 

７ 積算方法  

（１） 経費補正 （略） 

（２） ～（４）（略） 

 

 

 

８ 工事成績評定 

週休２日制工事の達成状況による「創意工夫」での工事成績の加

点、減点は行わない。 

 

 

 

 

９ 実施の明示（略） 

 

１０ その他 （略） 

 

附則（略） 

 

 

 

 

果について、書面により通知するものとする。 

 

 

７ 積算方法  

（１）経費補正 

週休２日制工事の達成状況による経費補正は行わないものとす

る。 

（２）～（４）削除 

 

８ 工事成績評定 

週休２日制工事の達成状況による「創意工夫」での工事成績の加

点、減点は行わない。ただし、提出された施工計画書が週休２日工事

を前提としていないなど、明らかに週休２日に取り組む姿勢が見ら

れなかった場合は、工程管理の考査項目において休日の確保が行わ

れていないものとして評価する。 

 

９ 実施の明示（略） 

 

１０ その他（略） 

 

附則（略） 

附則 

１ この要領は、令和８年１０月１日から施行する。 

２ この要領は、土木工事標準積算基準の適用日が令和８年１０

月１日以降のものから適用する。 
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対照表 

旧 新 摘要 

 

 

 

 

 

（削除） 
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対照表 

旧 新 摘要 

 

 

実施の明示（例）（略） 

 

 

 

 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施の明示（例）（略） 
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